
　　支援プログラム（参考様式）

平日

長期休暇

健康・生活

運動・感覚

認知・行動（学び・思
考の力）

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・季節ごとの行事（七夕、プールや水遊び、ハロウィン、クリスマス、書初め）や誕生日会
・小牧市障がい者作品展への出品物の作成

家族支援

・保護者との連携支援
個別面談を行い、児童の現状や成長を保護者と共有し、家庭での取
り組みを支援（アドバイス等）を行い、保護者との連携を目指しま
す。 移行支援

・小学校から中学校への進学（又は学年が上がる進級）や支援級から支援学校への進学、
学校卒業後の就労や生活介護等への移行支援（職場体験や職業訓練）をスムーズに行える
ように支援する。
・新しい環境への適応支援、生活スキルの習得、家庭や関係者との連携、フォローアップ
を実施。

地域支援・地域連携

・情報提供（行政手続き、支援制度の利用）、居場所や活動の機会
の提供、家庭への直接支援（相談窓口の設置）を行い、児童や保護
者が地域の中で安心して生活ができる環境を整える。 職員の質の向上

・専門性向上の為の研修として最新知識のアップデート、ケーススタディ、現場指導（実
践トレーニング）、緊急時対応スキルや職員のメンタルケアと職場環境の改善を行う。

・基本的な日常生活支援
あいさつや身のまわりの片付けや食事中の姿勢やマナーなど、生活の基本となるスキルの習得を目指します。

・基本の運動能力（歩行、バランスボール、ボルダリングによる筋力)や細かな手指の動き（ブロック遊び、積み木、塗り絵）を向上する為の支援を行う。
・感覚（トランポリン、ボール遊び、ダンス）を向上、成長する為の支援を行う。

本
人
支
援

・学習、認知向上支援
学校の宿題や短時間での集中力を高めるトレーニング（パズル、トランプ等）を個人の学力、能力に応じて支援を行い、学習力や認知機能の向上を目指します。

・言語、非言語コミュニケーション能力支援
声掛け（会話練習）や名前、単語、文章等の読み書き、集団行動を通じて他者と協力する体験をして対人スキル、簡単な質問に答える練習や指示を理解（イラストや写真を使うなど）
し、従う練習や他人との距離感や適切な表現を学ぶことを目指します。

・社会性、コミュニケーション力の向上
遊びや物づくり、集団行動を通じて他者と協力する体験をして対人スキル、他人との距離感や適切な表現を学ぶことを目指します。

支援方針

・安心、安全な居場所の提供・・・利用者（児童）が安心して過ごせる環境づくりを目指します。
１，児童の個性を尊重（児童の特性に寄り添い、個別に対応します）
２，自己肯定感の向上（成功体験を積み、自己肯定感を育てる）
３，社会での自立に向けた支援（生活習慣や対人スキル、学習能力を支援し、社会参加を支援）
４，安全第一（児童が安心して利用できる環境を提供します)
５，保護者、関係機関との連携（家庭や学校、関係機関と協力して包括的に支援を行います)

営業時間

法人（事業所）理念

福祉の幸　児童デイサービスやどかり

私たちは、「幸の心」でお客様（利用者、ご家族）の笑顔を実現し、生きる喜びと意義を感じられるサービスを提供します。 


